
▽
名
前
の
由
来
は
？

―
蒼
真
く
ん
は
、
青
空
の
よ
う
に
広
く
優
し
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
、
陽
心
ち
ゃ
ん

は
、
太
陽
の
よ
う
に
周
り
を
明
る
く
照
ら
す
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
込

め
て
付
け
ま
し
た
。

▽
学
校
や
保
育
園
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
？

―
蒼
真
く
ん
は
、
算
数
と
体
育
を
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
陽
心
ち
ゃ
ん
は
、
先
生
の
お
手
伝
い

を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

▽
将
来
の
夢
は
？

―
蒼
真
く
ん
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
か
な
？
ま
だ
わ

か
り
ま
せ
ん
。
陽
心
ち
ゃ
ん
は
ギ
ャ
ル
‼

▽
成
長
を
感
じ
る
瞬
間
は
？

―
蒼
真
く
ん
は
泣
か
ず
に
人
前
で
自
分
の
目
標
を

話
せ
た
時
、
陽
心
ち
ゃ
ん
は
朝
、
自
分
で
起
き

て
保
育
園
の
準
備
が
で
き
た
時
に
成
長
し
た
な
と
感
じ
ま
す
。

▽
ご
両
親
か
ら
ひ
と
こ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

―
笑
顔
の
た
え
な
い
優
し
い
２
人
の
ま
ま
で
、
自
分
の
や
り
た
い
事
を
見
つ
け
て
い
っ

て
ね
。
全
力
で
応
援
し
ま
す
‼

尾花沢市原田

佐藤 蒼真
そうし

く ん(８歳)

陽心
ひなみ

ちゃん(６歳)

印
刷
・
製
本
／
㈲
印
刷
文
化
堂

乱
丁
・
落
丁
・
不
刷
の
際
は
お
取
替
え
い
た
し
ま
す
。

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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Ａ
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■(今月の表紙)元気にがんばってます
／お天気カレンダー ２

■2026年度スタート 各生産組織で総会 ３

■令和８年度ＪＡみちのく村山農事実行組合長のみなさんを
紹介します ４

■ニュース展望台 ６

■みちのくぼいす
／クロスワードパズル ８

■お知らせ掲示板 10

■家族で楽しむおいしい一皿
／おらえのめんごっこ 12

2026. ５

NO. 374

▼
就
農
し
た
経
緯
・
き
っ
か
け
は
？

父
か
ら
「
長
男
だ
か
ら
農
家
を
継
い
で

も
ら
い
た
い
」
と
言
わ
れ
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
旧
村
山
農
業
高
等
学
校
卒
業
後
就

農
し
ま
し
た
。
当
時
の
西
郷
地
区
で
は
養

蚕
と
稲
作
が
盛
ん
で
、
機
械
化
も
進
ん
で

い
な
か
っ
た
た
め
、
田
植
え
や
稲
刈
り
は

手
作
業
。
ど
の
家
で
も
人
手
不
足
で
し
た
。

就
農
し
て
す
ぐ
の
頃
、
父
に
養
蚕
か
ら

果
樹
栽
培
へ
の
切
り
替
え
を
提
案
。
虫
を

育
て
る
養
蚕
と
虫
を
防
除
す
る
果
樹
と
い

う
異
な
る
分
野
に
取
り
組
む
こ
と
に
対
し
、

父
と
意
見
が
対
立
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

▼
１
年
の
作
業
の
流
れ
は
？

年
末
か
ら
加
温
ハ
ウ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
の

準
備
を
始
め
、
２
月
10
日
頃
か
ら
交
配
作

業
、
４
月
上
旬
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
５
月

下
旬
ま
で
続
き
ま
す
。
露
地
さ
く
ら
ん
ぼ

と
の
合
間
を
見
て
り
ん
ご
、
和
梨
の
管
理

作
業
を
行
い
ま
す
。
米
、
野
菜
、
果
樹
は

夏
か
ら
秋
に
収
穫
期
を
迎
え
ま
す
。

▼
農
業
で
心
に
残
る
出
来
事
は
？

15
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
す
。
自
然

に
逆
ら
う
難
し
さ
や
自
然
の
脅
威
を
実
感

し
ま
し
た
。
停
電
、
燃
料
不
足
に
は
大
変

苦
労
し
ま
し
た
。
原
発
事
故
に
よ
る
風
評

被
害
に
も
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

▼
今
後
は
？

健
康
に
気
を
付
け
、
体
が
続
く
限
り
頑

張
り
た
い
で
す
。

妻
の
あ
き
子
さ
ん
へ
「
暑
い
日
も
寒
い

日
も
手
伝
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ

れ
か
ら
も
お
互
い
体
に
気
を
付
け
て
頑
張

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
感
謝
と
ね
ぎ
ら

い
の
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。

空高く
6月の空は、表情の「喜怒哀楽」の変化が大き

い季節です。
晴れれば、夏至に近い太陽は空高く昇ります。

強い日差しが照り付け、地面を熱します。その分、
上昇気流も強まりやすく、条件がそろえば積乱雲
が空高く発達します。
ひとたび空が牙をむけば、短時間の非常に激し

い雨や雷、ひょう、竜巻などの激しい突風をもた
らすこともあります。空の急変が起こりやすいこ
の時期は、最新の天気予報や詳しい防災気象情報、
気象レーダーなどを小まめにチェックすることが
必要です。

お天気カレンダー
気象予報士 檜山靖洋

ただ、それと同じくらい大
切なのは、自分の目で空の変
化に気付くことです。雲の色
が濃くなったり、急に冷たい
風が吹き出したり、遠くで雷
鳴が聞こえたりしたら、積乱
雲が近づいているサインです。
身を守る行動につなげること
が大切です。情報と感覚の両
方で空と向き合って、安全に
過ごせるようにしましょう。

村山市河島乙

井上 敏春
としはる

さん(74歳)

井上さん宅は、妻のあき子さん(72)と手伝いをお願
いしている娘さんの３人で水稲25㌃、さくらんぼ35㌃
(内13㌃は加温栽培）、りんご10㌃、和梨10㌃、西洋梨
10㌃、野菜20㌃栽培していて、産直ごてんにも出荷し
ています。農繁期は親戚の人も一緒に頑張っています。

今月号は占いのページの掲載がございません。



奥
山

賢
一
（
上
新
町
）

○
西
村

好
彦
（
下
新
町
）

〇新
辨
野

光
弘
（
二
日
町
）

伊
藤

眞
一
（
鶴
ヶ
町
）

〇新
髙
橋

孝
義
（
北
町
）

〇新
佐
藤

栄
一
（
湯
沢
）

◎
佐
藤

晴
夫
（
湯
沢
第
１
）

柴
崎

実
（
湯
沢
第
２
）

下
山

勝
宏
（
北
楯
）

寺
西

昇
（
南
楯
）

〇新
遠
藤

久
夫
（
北
馬
場
）

冨
塚

和
良
（
南
馬
場
）

髙
嶋

清
（
大
沢
川
）

石
川

征
男
（
上
笛
田
）

菅
井

利
幸
（
中
笛
田
）

〇新
村
川

信
行
（
下
笛
田
）

元
木

正
悦
（
南
荒
町
）

土
屋

俊
英
（
中
荒
町
）

矢
矧
喜
平
治
（
北
荒
町
）

奥
山

正
志
（
大
上
）

◎
緒
方

彗
生
（
林
崎
）

〇新
鳥
村

進
（
金
谷
）

鈴
木

正
（
行
川
）

〇新
鈴
木

太
（
中
沢
）

〇
齋
藤

正
美
（
新
山
）

〇新
葉
山

啓
一
（
碁
点
）

〇新
結
城

浩
行
（
浦
）

石
川

良
子
（
名
木
沢
１
）

石
川

啓
次
（
名
木
沢
２
）

大
類

栄
次
（
名
木
沢
３
）

齋
藤

吉
徳
（
名
木
沢
４
）

有
沢

正
幸
（
西
野
々
）

阿
部

淳
（
毒
沢
）

押
切

敏
一
（
上
の
宿
）

大
類

義
輝
（
正
厳
１－

１
）

○
小
関

武
（
正
厳
１－

２
）

高
橋

信
昭
（
正
厳
２
）

高
橋

央
（
正
厳
３
）

加
藤

宗
夫
（
丹
生
１
）

本
間
長
三
郎
（
丹
生
２
）

石
塚

壽
一
（
丹
生
３
）

菅
野

久
（
安
久
戸
）

井
上

節
夫
（
玉
野
原
）

片
倉

茂
司
（
中
島
）

原
田

嘉
孝
（
押
切
）

〇新
高
橋

正
雄
（
高
橋
）

〇新
大
貫

伸
一
（
中
刈
）

今
野

智
徳
（
矢
越
）

柴
崎

盛
雄
（
関
谷
）

押
切

英
明
（
市
野
々
）

柴
崎

正
弘
（
岩
谷
沢
）

◎
三
浦

義
一
（
行
沢
）

〇新
笹
原

博
（
下
原
田
）

〇新
菅
野

寿
広
（
北
郷
）

笹
原

和
彦
（
坂
本
）

鈴
木

敏
正
（
上
町
１
）

柴
田

雄
（
上
町
２
）

斉
藤

稔
（
上
町
３
）

安
井

一
義
（
上
町
４
）

◎
阿
部

彰
雄
（
上
町
５
）

〇新
小
林

司
（
梺
町
１
）

奥
山

知
生
（
梺
町
３
）

加
藤

一
志
（
横
町
１
）

沼
沢

滋
（
横
町
２
）

〇
佐
藤

一
男
（
北
町
）

高
橋

健
（
荒
楯
）

〇新
大
類

啓
（
新
町
５
）

〇新
菅
野

藤
夫
（
朧
気
）

〇新
大
山

竹
志
（
二
藤
袋
１
）

安
彦

俊
幸
（
巾
木
田
）

飛
田

光
宏
（
上
仲
宿
）

〇新
古
郡

洋
一
（
下
仲
宿
）

阿
部

錦
一
（
新
田
）

◎
〇新
高
橋

権
一
（
上
深
沢
大
林
)

〇新
大
場

努
（
下
深
沢
）

〇新
酒
井

正
之
（
道
田
）

髙
橋

利
範
（
楯
）

井
上

正
彦
（
外
宿
）

工
藤

春
男
（
平
林
）

〇新
大
室

修
悦
（
上
中
原
）

西
塚

新
悦
（
下
中
原
）

工
藤

良
夫
（
里
）

〇新
狩
野

豊
（
森
）

〇新
西
塚

正
寿
（
小
滝
）

〇新
黒
沼

俊
悦
（
境
ノ
目
）

〇新
狩
野

淳
一
（
中
山
大
谷
地
)

伊
藤

祐
太
（
新
西
）

井
上

和
彦
（
下
小
屋
）

〇新
山
内

勝
政
（
大
石
）

〇
〇新
佐
藤

和
幸
（
大
鳥
居
）

齋
藤

邦
弘
（
本
郷
）

井
上

憲
幸
（
水
口
）

齋
藤

英
一
（
松
倉
）

齋
藤

定
男
（
須
摩
）

卯
野

久
悦
（
樽
石
北
）

笹
原

和
彦
（
日
影
）

◎
太
田

一
男
（
稲
下
北
部
）

〇
吉
田

茂
（
東
町
）

榎
本

義
篤
（
新
町
川
端
）

◎
小
座
間
智
夫
（
四
日
町
）

〇新
村
上

忠
彦
（
大
石
田
上
ノ
原
)

齊
藤

誠
（
井
出
）

近
江

光
明
（
曙
町
）

〇新
寺
﨑

和
彦
（
上
宿
）

伊
藤

悟
（
下
宿
・
黒
滝
)

奥
山

政
雄
（
上
ノ
原
）

髙
橋

正
子
（
坂
ノ
上
）

〇新
飛
渡

孝
（
来
迎
寺
）

〇
奥
山

彦
也
（
里
）

笹
原

浩
生
（
田
沢
上
）

〇新
伊
藤

靖
（
田
沢
下
）

◎
髙
橋

謙
悦
（
小
菅
）

黒
沼

義
典
（
新
山
寺
）

◎
草
刈

一
将
（
豊
田
）

〇
遠
藤

保
（
川
前
）

〇新
青
木

博
（
大
浦
）

〇新
片
桐

孝
一
（
白
鷺
）

森

保
彦
（
次
年
子
）

早
坂

英
樹
（
岩
ヶ
袋
）

斎
藤

昭
作
（
上
ノ
台
）

工
藤

英
昭
（
海
谷
）

◎
三
浦

清
孝
（
鷹
巣
１
）

三
浦

一
人
（
鷹
巣
２
）

斎
藤

良
一
（
鷹
巣
３
）

○
海
藤

雅
彦
（
駒
籠
）

折
原

敏
郎
（
鶴
巻
田
）

尾
崎

敏
春
（
鶴
巻
田
）

近
藤

範
雄
（
母
袋
）

◎
菅
藤

勝
（
粟
生
）

〇
長
里
裕
美
夫
（
下
柳
）

柳
橋

仁
（
寺
町
）

〇新
髙
橋

俊
光
（
上
原
田
）

木
戸

健
悦
（
銀
山
）

◎
〇新
柏
倉

孝
範
（
三
日
町
）

鈴
木
敬
次
郎
（
九
日
町
１
）

菅
藤

守
（
九
日
町
２
）

〇新
久
保
清
次
郎
（
袖
原
）

古
瀬

政
義
（
荒
町
）

五
十
嵐
英
昭
（
古
殿
１
）

五
十
嵐
昭
一
（
古
殿
２
）

大
戸

一
雄
（
畑
沢
１
）

古
瀬

秀
則
（
畑
沢
２
）

水
上

隆
吉
（
細
野
１
）

五
十
嵐
清
悦
（
細
野
２
）

〇新
菅
野

利
雄
（
六
沢
１
）

〇新
笹
原

進
（
六
沢
２
）

秋
保

雅
史
（
鶴
子
１
）

伊
藤

勝
夫
（
滝
ノ
上
）

武
田

俊
雄
（
中
里
）

○
西
塚
カ
ネ
子
（
鶴
子
３
）

小
松

俊
和
（
市
野
々
）

永
沢

義
信
（
紅
内
）

菅
原

直
志
（
今
宿
）

〇新
大
山

守
（
二
藤
袋
２
）

大
山

弘
（
二
藤
袋
３
）

柴
田

章
（
二
藤
袋
開
拓
１
)

遠
藤

忠
男
（
二
藤
袋
開
拓
２
)

〇新
山
口

秀
樹
（
田
沢
）

星
川

智
一
（
牛
房
野
１
、２
)

星
川

正
秀
（
牛
房
野
３
、４
)

高
橋

良
一
（
横
内
）

石
塚

良
一
（
五
十
沢
）

菅
野

信
悦
（
和
合
）

榎
本

信
次
（
荻
袋
１
）

戸
津

英
樹
（
荻
袋
２
）

佐
々
木
喜
代
志
（
荻
袋
３
）

榎
本

淳
志
（
荻
袋
４
）

〇
伊
勢
村
孝
之
（
荻
袋
開
拓
）

◎
渡
辺

精
一
（
寺
内
１
）

押
切

浩
明
（
寺
内
２
）

大
場
喜
久
雄
（
寺
内
３
）

星
川

邦
男
（
西
原
１
）

廣
瀬

正
吉
（
西
原
２
）

東
海
林
富
弥
（
南
沢
１
）

東
海
林
志
一
（
南
沢
２
）

小
松

新
一
（
野
黒
沢
１
）

三
浦

政
博
（
野
黒
沢
２
）

大
類
喜
美
男
（
芦
沢
１
）

東
海
林

正
（
芦
沢
２
）

矢
作

晴
義
（
小
山
開
拓
）

工
藤

誠
（
芦
沢
駅
前
）

神
保

玲
（
大
海
平
）

井
澤

一
裕
（
稲
下
中
部
）

佐
藤

利
吉
（
稲
下
南
部
）

井
澤

勝
家
（
稲
下
東
部
）

奥
山

光
浩
（
反
田
）

〇新
尾
崎

利
美
（
沖
）

髙
橋

誠
一
（
驚
滝
）

〇
奥
山

昇
一
（
船
橋
）

〇新
高
橋

文
春
（
共
栄
）

〇新
尾
崎

栄
子
（
土
海
在
家
）

青
柳

剛
（
北
畑
）

金
子
富
士
美
（
弓
田
）

〇新
大
沼

英
幸
（
新
町
）

〇新
大
沼

猛
（
新
田
）

〇新
佐
藤

良
信
（
宮
下
第
１
）

〇新
大
沼

繁
（
宮
下
第
２
）

太
田
喜
一
郎
（
高
玉
）

◎
鈴
木

政
和
（
赤
石
）

青
戸

保
雄
（
五
十
沢
）

矢
ノ
目
友
和
（
楯
下
釜
）

保
科

孝
宏
（
西
口
）

◎
井
上

朝
元
（
上
宿
）

芦
野

富
慶
（
新
宿
）

松
田
賀
津
則
（
下
宿
）

〇新
三
條

淳
（
平
野
）

細
矢

清
隆
（
北
口
）

片
桐

清
治
（
水
南
）

〇新
朝
烏

真
（
東
）

森
田

髙
弘
（
門
前
）

奥
山

隆
幸
（
河
原
前
）

〇新
髙
谷

英
樹
（
下
原
）

奥
山

将
石
（
上
原
）

〇
海
老
名
正
度
（
楯
）

後
藤

修
（
宝
）

〇新
布
宮

和
憲
（
天
神
）

本
間

広
敏
（
上
久
保
）

布
宮

誠
一
（
下
久
保
）

後
藤

真
也
（
下
小
路
）

後
藤

善
敏
（
矢
木
沢
）

後
藤
千
賀
志
（
山
際
）

髙
橋

光
義
（
中
ノ
目
）

石
川

賢
也
（
下
荒
敷
）

土
海

剛
（
上
荒
敷
）

堅
木

広
（
北
山
）

菊
地

弘
明
（
上
ノ
宿
）

４５

令和８年度の農事実行組合長の皆さんが決まりました。敬称
は省略させていただきます。
◎は代表者、○は副代表者、○新は新任、( )内は農事実行
組合名です。▲委嘱状交付式(尾花沢)

農事実行組合長の農事実行組合長の
みなさんを紹介しますみなさんを紹介します

令和８年度 ＪＡみちのく村山

髙
橋

剛
（
中
条
）

〇新
結
城

正
志
（
宿
）

須
藤

芳
幸
（
上
宿
）

〇新
高
橋

幸
博
（
乙
宿
）

齊
藤
又
次
郎
（
中
組
）

井
上

敏
春
（
下
組
）

板
垣

正
洋
（
浮
沼
第
１
）

〇新
板
垣

誠
（
浮
沼
第
２
）

〇
板
垣

英
樹
（
道
六
）

原
田

公
一
（
名
取
第
１
）

板
垣

義
和
（
名
取
第
２
）

髙
木

栄
悦
（
中
原
）

原
田

清
明
（
清
水
）

◎
太
田

幸
信
（
大
淀
）

小
野

松
悦
（
長
島
）

〇新
安
達

栄
一
（
本
飯
田
第
１
)

樽
石

和
広
（
本
飯
田
第
２
)

齊
藤

実
（
本
飯
田
第
３
東
)

後
藤

政
彦
（
本
飯
田
第
３
西
)

石
川

定
男
（
本
飯
田
第
４
)

永
岡

定
雄
（
本
飯
田
第
５
)

遠
藤

正
人
（
本
飯
田
第
６
)

八
鍬

淳
（
土
生
田
第
１
）

〇
〇新
松
本

秀
一
（
土
生
田
第
２
)

〇新
近
藤

文
幸
（
土
生
田
第
３
)

〇新
青
木

豊
（
土
生
田
第
４
)

八
鍬

貞
次
（
土
生
田
第
５
)

〇新
森

清
（
土
生
田
第
６
）

青
木

繁
雄
（
土
生
田
第
７
)

特集

楯
岡
地
区

大
倉
地
区

西
郷
地
区

袖
崎
地
区

葉
山
地
区

大
高
根
地
区

戸
沢
地
区

尾
花
沢
地
区

福
原
地
区

宮
沢
地
区

玉
野
地
区

常
盤
地
区

大
石
田
地
区

横
山
地
区

豊
田
地
区

海
谷
地
区
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▶
今
年
度
も
営
業
ス
タ
ー
ト
の

産
直
つ
な
ぎ

大石田町の産直「つなぎ」が４月10日に今年度の
営業をスタートしました。
オープン当日は、朝早くから会員の人たちが新鮮
な野菜や山菜、加工品、手芸品などを持ち込み、オ
ープンを待ちわびた多くのお客様が来店し賑わいま
した。

村山営農センター村山さくらんぼ加温ハウス研究
会（井澤健司会長）は４月13日、ＪＡ果実選果施設
でハウスさくらんぼの目ぞろえ会を開きました。
今年は天候にも恵まれ着果数量、着色も良く品質
は申し分なく、市場の評価も良好です。主力の「佐
藤錦」は４月３日から出荷が始まり、関東、関西、
広島方面の市場を中心に出荷されています。最盛期
は４月下旬～５月上旬。出荷は５月末まで続きます。
目ぞろえ会には、生産者やＪＡ職員ら20人が参加。
ＪＡの担当者が、サンプルを用いて出荷容器と規格
ごとの詰め方などを説明しました。

▲ＪＡの担当者㊧から出荷規格の説明を受ける生産者

▲「頑張ろう」を三唱する参加者

ＪＡみちのく村山女性部は４月15日、今年度最初
の委員ならびに事務局の合同会議をＪＡ本店で開催。
各支部長とＪＡ職員あわせて20人が出席し、事業計
画について話し合いました。
犬飼紀子部長が「１年間の活動内容を決める会議。

今年も積極的に実りある活動をしていくため、活発
な意見をお願いする」とあいさつ。協議では、ＪＡ
女性組織３カ年計画のスローガン「『あい♡』から
はじまる『元気な地域』をみんなの力で」を基本に、
活動を内外に発信し理解の輪を広げていくことを確
認しました。
令和８年度は女性部全体の活動として、全体研修、

脳ドック健診、スポーツ親睦会などを実施する計画
で、賞味期限内の食べ物を持ち寄り、支援を必要と
している個人や団体に無償で提供する「フードドラ
イブ活動」にも協力していきます。

▲女性部員、事務局合同会議であいさつする犬飼部長

管内の水稲育苗施設では、３月中旬から塩水選作
業を行い、４月中旬から催芽種子の引き渡しや播種
作業が進められました。５月中旬から始まる苗の引
き渡しに向けて、各施設では連日管理作業が続いて
います。

｢尾
花
沢
す
い
か
農
学
校
｣が
４

月
３
日
に
開
校
し
ま
し
た
。
今
年

で
３
年
目
を
迎
え
る
こ
の
学
校
に

は
、
県
内
外
か
ら
16
組
18
人
が
入

校
し
ま
し
た
。
尾
花
沢
市
役
所
で

行
わ
れ
た
入
校
式
に
は
、
研
修
生

の
ほ
か
、
同
校
の
役
員
や
運
営
委

員
、
指
導
を
行
う
受
け
入
れ
農
家

ら
約
50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
式

の
中
で
、
研
修
生
一
人
一
人
に
学

生
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

学
長
を
務
め
る
Ｊ
Ａ
す
い
か
生

産
部
会
の
大
山
功
部
会
長
は
、

「
良
い
も
の
を
作
る
と
い
う
思
い

▲｢尾花沢すいか農学校｣の入校生たち(前列中央が大山学長)

は
皆
同
じ
。
疑
問
に
思

っ
た
こ
と
は
遠
慮
せ
ず

に
聞
い
て
ほ
し
い
。
一

緒
に
す
い
か
作
り
を
頑

張
っ
て
い
こ
う
」
と
エ

ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
東
京
都
板

橋
区
出
身
で
未
経
験
か

ら
就
農
を
目
指
す
研
修

１
年
目
の
奈
良
和
仁
さ

ん
(43
)が
、
入
校
生
を

代
表
し
て
決
意
を
表
明

し
ま
し
た
。
奈
良
さ
ん

は
、「
不
安
も
あ
る
が
、

自
分
に
と
っ
て
大
き
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
先
人
た

ち
が
培
っ
て
き
た
栽
培

技
術
を
学
べ
る
こ
と
に

感
謝
し
、
良
い
成
果
を

出
し
、
恩
返
し
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

「
尾
花
沢
す
い
か
農
学
校
｣開
校

〜
18
人
に
学
生
証
交
付
〜

今年も健苗育成を
～管内で水稲育苗がスタート～

令和８年度の事業活動を協議
～女性部委員、事務局合同会議～

ハウスさくらんぼの出荷規格確認
～加温ハウス研究会が目ぞろえ会～

新鮮農産物ズラリ
～産直｢つなぎ｣オープン～

村山市中央育
苗組合(奥山金
弥組合長）では
安全祈願祭が４
月７日、村山市
中央育苗センタ
ーで行われ、今
年の健苗育成と
作業の安全を祈
願しました。▲播種作業(村山市中央育苗センター)

村山営農センターさくらんぼ生産部の結実確保対
策講習会が４月13日、14日の２日間行われました。
13日に葉山地区の海老名俊美さんの園地で行われた
講習会には、40人の生産者らが参加しました。
２月中旬から気温が高く推移し、生育は早まって
います。北村山農業技術普及課の荒澤直樹シニア専
門員が「開花始めから７日間が勝負。成らせるのは
この期間だけなので、何の作業よりも人工受粉を最
優先に実施してほしい。防風対策、切枝の設置も重
要」と結実確保するためのポイントを説明しました。

▲海老名さんの園地で開かれたさくらんぼの講習会

成らせるため人工受粉の徹底を
～さくらんぼ結実確保講習会～

▲無事故で健苗育成を祈願（村山市中央育苗組合）

当ＪＡは４月10日、令和８年度信用・共済事業推
進大会と令和７年度共済事業推進総合目標達成を祝
したダルマの開眼式をＪＡ本店で開きました。令和
８年度の年度末貯金残高目標は830億円、貸出金残
高目標は155億円、投資信託販売高目標が6000万円。
共済の推進総合目標は909万１千ポイント。社会情
勢が変化する中、組合員、利用者のニーズに応え連
携と情報の共有を図り目標達成を目指します。
本店・各支店の信用共済担当職員ら約40人が出席。
信用共済の各事業方針と目標の説明に続き、金融課
職員を代表して葉山支店の結城紋次長兼金融課長が
「常にお客様の声に耳を傾け、適切な情報提供やア
ドバイスができる地域の金融機関として選ばれるＪ
Ａを目指す」と、また、尾花沢支店ＬＡで尾花沢地
区管理者の古瀬純主査が「全契約者に３Ｑ活動をと
おして安心と満足を届け、ＪＡファンの拡大に努め、
目標の早期必達を目指す」と決意表明をしました。
楯岡支店共済課の大類秀徳課長と大石田支店金融
課の青木美和子課長の掛け声で「頑張ろう」を三唱
しました。

目標必達に向け決意表明
～信用・共済事業推進大会～



❷完成しました！
❺成長した羊の肉です
❼ペンは――より強し
❽彼は大舞台で面目――を果
たした

10手のひらや足の裏の反対側
12旬よりも時期が早いもの
14この教科の時間にアサガオ
を育てた人も多いのでは

16古くから、夏バテ防止にも
食べられてきた野菜

18ウイッグや付け毛ではあり
ません

20クイズを出されて考えるもの
21中学校で教育――をおこな
う大学生

⬇ タテのカギ
❶傘を忘れたときに軒先を借り
てすることも

❷赤外線やＸ線もこれの一種
❸梅雨入りすると、梅雨――が
いつ頃なのか気になります

❹簡単には意見を曲げません
❻損の反対語
❾親しいつきあいのこと。昔の
――でなんとかしてよ

11アメリカ原産の大きなカエル
13自宅を離れて観光などをしま
す

15ウメやブルーベリーの食べる
部分

17合唱部が練習するもの
19一年で一番昼が長い日

➡ ヨコのカギ

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

クロスワードを解いて、Ａ～Ｅの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

村
山
市
楯
岡
北
町

一
丁
目
１
番
１
号

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

広
報
係
行

８９

2117

18

19

18

20

14

15

16

17

12

13

８

９

12

10

11

５

６

８

７

１

２

２

３

４

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
答え

20

21

17

17

18

19

12

15

16

13

14

10

９

11

12

10

7

８

９

１

２

３

４

５

６

パズル正解者の中から厳正な抽選の結果､下記の
５名の方が当選しました。おめでとうございます。

４月号の答え ｢レンキュウ｣

[ハガキ記入例]◆応募のきまり
•応募は１人につき１回有効です。
•紙面の都合により「みちのくぼいす」
に掲載されないこともあります。

•｢みちのくぼいす｣に掲載されない場合
も、パズルは抽選対象になります。

•当選発表を『ふれあい』６月号で行い
ます。あらかじめご了承ください。

◆応募先
•ハガキ…[記入例]をご参照ください。
•電子メール…fureai@mitinoku.or.jp
•FAX…0237-55-5825

◆応募締め切り ５月25日(月)
※ 当日消印有効

ペンネームを使用する方は、
本名・ペンネーム両方とも
記入して下さい

パズルを解いて、さあ応募！
すてきな賞品をプレゼント
みちのくぼいす「テーマ大賞」…………１名
クロスワードパズル正解者の中から……５名

995-001185

住所の書き忘れにも
ご注意下さい！

①パズルの答え
②｢みちのくぼいす｣テ
ーマなどに関する身
近な話題、ご意見・
ご感想
③郵便番号・住所
④氏名・ペンネーム
⑤年齢
⑥性別
⑦電話番号

•こっちゃんのばあ さん(大石田町）
•コロコロヒロ さん(村山市）
•お茶々 さん(尾花沢市）
•隊長 さん(大石田町）
•８さいの女の子ちゃん さん(尾花沢市）

Ｅ

今
回
の
テ
ー
マ

◆
毎
月
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
次
回
の
テ
ー
マ
は
…

「
私
、
わ
が
家
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
」で

す
。

皆
さ
ん
は
、
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
た
で
し
ょ
う
か
。
家
族
や
友
人

と
出
掛
け
た
人
、
農
作
業
を
頑
張

っ
た
人
、
自
宅
で
過
ご
し
た
人
な

ど
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
思

い
出
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「
最
近
気
に
な
る
事
…
」

テ
ー
マ
大
賞

Ｃ

バ シ ダ ミ ミ

シ ヨ ウ ブ ハ チ
マ ク ラ ホ シ ユ
イ ソ カ ー ウ

エ ヌ ヤ キ ト リ

ウ カ ン ム リ

レ イ ワ ウ ツ ド

格
高
騰
に
大
変
憂
慮
し
て
い
ま
す
。

（
京
都
府
京
都
市
／
サ
ラ
ダ
さ
ん
)

や
は
り
温
暖
化
が
気
に
な
り
ま
す
。

愛
知
県
で
ダ
ム
の
貯
水
率
が
０
㌫
に
な

っ
た
り
、
静
岡
県
で
４
月
に
30
度
を
超

え
た
り
。
今
年
の
夏
も
暑
い
の
か
な
ぁ
。

40
度
以
上
の
日
を
何
て
命
名
す
る
か
も

気
に
な
り
ま
す
。

（
愛
知
県
岡
崎
市
／
あ
ふ
が
ん
さ
ん
）

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
は
暗
い
話
題
ば
か

り
で
気
に
な
り
ま
す
。
戦
争
と
か
子
供

を
遺
棄
し
た
事
件
と
か
。
明
る
い
話
題

が
欲
し
い
で
す
ね
。

（
村
山
市
／
た
け
の
こ
さ
ん
)

ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
の
現
実

化
で
す
。
Ａ
Ｉ
の
発
達
に
よ
り
Ｓ
Ｆ
か

ら
現
実
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
産
業
界
で

は
人
手
不
足
解
消
の
た
め
汎
用
作
業
は

ロ
ボ
ッ
ト
に
移
行
し
始
め
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
は
健
康
保
険
や
年
金
に
加
入

し
な
い
の
で
、
使
用
者
負
担
が
少
な
い

こ
と
も
利
点
の
よ
う
で
す
。
今
後
は
家

庭
や
介
護
福
祉
分
野
に
も
浸
透
し
、
少

子
化
社
会
に
変
革
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
大
石
田
町
／
ズ
ン
ズ
ン
コ
さ
ん
)

暖
か
く
な
っ
て
過
ご
し
や
す
く
な
っ

た
の
は
い
い
の
で
す
が
、
そ
れ
と
共
に

虫
や
熊
も
出
て
き
た
の
が
気
に
な
り
ま

す
。
家
の
中
に
は
虫
、
そ
し
て
今
日
は

熊
が
出
た
と
い
う
放
送
が
あ
り
、
新
た

な
悩
み
が
出
て
き
ま
し
た
。

(大
石
田
町
／
隊
長
さ
ん
)

イ
ラ
ン
情
勢
、
戦
闘
の
長
期
化
で
生

活
の
場
を
失
い
途
方
に
暮
れ
る
人
々
、

い
つ
に
な
っ
た
ら
終
わ
る
の
で
し
ょ
う
。

一
日
も
早
く
平
和
な
世
界
に
な
り
ま
す

よ
う
に
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
ま
た
、

様
々
な
こ
と
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、

物
価
高
騰
で
家
計
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

特
に
生
き
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い

食
事
は
大
切
で
す
。
広
告
と
に
ら
め
っ

こ
し
な
が
ら
良
い
も
の
を
安
く
、
さ
ら

に
は
美
味
し
く
栄
養
価
の
あ
る
も
の
を

と
考
え
て
作
っ
て
い
ま
す
。

(尾
花
沢
市
／
め
い
さ
や
さ
ん
)

ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
、
灯
油
な
ど
燃
料

代
が
値
上
が
り
し
、
少
し
下
が
っ
た
と

思
っ
た
ら
上
昇
気
味
。
天
候
も
昔
と
は

違
っ
て
き
て
い
て
心
配
で
す
。
年
金
暮

し
の
生
活
は
ど
う
な
る
の
や
ら
…

(大
石
田
町
／
快
の
じ
い
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

栗
花
落
(つ
ゆ
り
）・
栗
の
花
が
落
ち

る
頃
に
梅
雨
入
り
す
る
っ
て
知
ら
な
か

っ
た
の
で
、
本
当
に
そ
う
言
う
こ
と
か

な
っ
て
今
年
が
楽
し
み
で
す
。

（
尾
花
沢
市
／
本
大
好
き
さ
ん
)

資
源
の
少
な
い
日
本
に
と
っ
て
他
国

に
ゆ
だ
ね
な
け
れ
ば
生
活
が
成
り
立
た

な
い
昨
今
で
す
。
遠
く
の
戦
争
で
は
な

く
、
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
毎
日
で

す
。
人
類
が
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ

る
日
々
が
、
そ
う
遠
く
な
い
う
ち
に
来

る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
う
は
い
っ
て
も

使
う
の
は
人
な
の
だ
か
ら
、
戦
争
の
な

い
世
界
に
な
れ
ば
と
強
く
思
い
ま
す
。

(大
石
田
町
／
レ
ー
ズ
ン
サ
ン
ド
さ
ん
)

雪
解
け
が
始
ま
る
と
、
畑
に
何
を
植

え
よ
う
か
と
布
団
の
中
で
心
弾
ま
せ
、

何
度
も
考
え
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
い

よ
い
よ
雪
が
消
え
ま
ず
は
草
取
り
を
し

ま
し
た
。
息
切
れ
は
す
る
、
足
は
痛
い
、

腰
は
伸
び
な
い
、
去
年
も
こ
う
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
と
…
先
日
耕
耘
が
終
わ
り
、

い
よ
い
よ
現
実
へ
。
何
を
ど
こ
に
植
え
、

ど
こ
を
空
け
よ
う
か
と
考
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
１
年
、
身
体
を
動

か
す
こ
と
に
心
が
け
た
い
で
す
。

（
村
山
市
／
コ
ロ
コ
ロ
ヒ
ロ
さ
ん
)

人
の
名
前
や
言
い
た
い
こ
と
ま
で
す

ぐ
忘
れ
て
し
ま
う
自
分
が
、
認
知
症
に

な
る
の
で
は
と
心
配
に
な
り
ま
す
。
予

防
の
た
め
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
は

必
ず
し
ま
す
。
女
子
会
も
た
く
さ
ん
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(大
石
田
町
／
こ
っ
ち
ゃ
ん
の
ば
あ
さ
ん
)

食
料
品
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
し
て
支
払
い
す
る

時
、
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
な
も
の
を
買

っ
た
の
に
、
２
倍
以
上
の
額
に
な
っ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
毎
日
飲
む

イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
や
大
好
き
な

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
高
い
の
に
は
驚
き
で

す
。
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
す
る
時
は
、

チ
ラ
シ
を
見
比
べ
て
何
円
で
も
安
い
方

に
行
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
ど
う
な
る
の
か
不
安
で
す
ね
。

(尾
花
沢
市
／
お
茶
々
さ
ん
)

最
近
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
気
に
な

り
始
め
ま
し
た
。
高
校
生
活
も
あ
と
１

年
。
就
職
を
希
望
し
て
い
る
の
で
す
が
、

就
職
で
き
る
の
か
…
今
か
ら
頑
張
り
た

い
で
す
。

（
尾
花
沢
市
／
モ
ン
テ
女
子
さ
ん
)

中
東
情
勢
に
よ
る
灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン

の
高
騰
は
も
ち
ろ
ん
、
い
ろ
ん
な
原
料

と
な
っ
て
い
る
「
ナ
フ
サ
」
不
足
が
気

に
な
っ
て
い
ま
す
。
果
物
（
バ
ナ
ナ
、

キ
ウ
イ
、
ア
ボ
カ
ド
等
）
に
必
要
な

エ
チ
レ
ン
ガ
ス
や
ア
イ
ス
に
使
う
バ

ニ
ラ
フ
レ
ー
バ
ー
不
足
に
よ
り
食
卓

に
も
影
響
が
出
そ
う
で
す
。
原
油
の

95
パ
ー
セ
ン
ト
を
中
東
に
依
存
し
て

い
る
日
本
、
ど
う
な
る
の
か
心
配
で

す
。

（
村
山
市
／
山
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

物
価
の
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
は
い
つ

ま
で
続
く
の
か
気
に
な
り
ま
す
。

（
村
山
市
／
ス
ガ
ッ
チ
さ
ん
)

今
ま
で
気
に
も
留
め
な
か
っ
た
花

壇
の
一
角
に
、
植
え
た
記
憶
も
な
い

葉
っ
ぱ
。
数
日
経
っ
て
花
の
よ
う
な

も
の
が
咲
い
た
け
ど
…
こ
れ
は
花
？

雑
草
？
と
気
に
な
り
な
が
ら
も
ま
だ

調
べ
て
お
ら
ず
。
何
だ
か
モ
ヤ
モ
ヤ

…

（
村
山
市
／
チ
ャ
ラ
男
さ
ん
)

駐
車
場
に
ま
っ
す
ぐ
車
を
止
め
ら

れ
な
く
、
家
の
車
庫
に
も
何
度
も
切

り
返
し
し
て
い
ま
す
。
後
ろ
を
向
く

の
も
大
変
！
だ
ん
だ
ん
母
に
似
て
き

て
い
ま
す
。

(村
山
市
／
ゆ
き
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

車
を
運
転
す
る
の
で
ガ
ソ
リ
ン
価

格
が
気
に
な
り
ま
す
。
農
機
具
も
ガ

ソ
リ
ン
を
使
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
ス
ー

パ
ー
の
商
品
価
格
が
以
前
よ
り
高
く
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ト
レ
ー
、
フ
ィ

ル
ム
等
に
運
送
費
も
上
が
っ
て
い
る
か

ら
と
聞
き
ま
す
。
身
の
回
り
品
は
原
料

が
石
油
系
が
多
い
の
で
中
東
状
況
が
凄

く
気
に
な
り
ま
す
。
ど
う
や
っ
て
や
り

く
り
す
る
と
良
い
の
か
困
っ
て
し
ま
い

ま
す
ね
ぇ
…
。

毎
月
配
布
さ
れ
る
の
を
楽
し
み
に
待

っ
て
い
ま
す
。

(大
石
田
町
／
あ
お
い
の
ば
あ
ば
さ
ん
)

い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。

（
大
阪
府
堺
市
／
た
ろ
や
ん
さ
ん
)

４
月
号
の
お
た
よ
り
紹
介
コ
ー
ナ
ー

に
私
の
名
前
が
載
っ
て
い
る
で
は
な
い

で
す
か
。
も
う
嬉
し
い
や
ら
び
っ
く
り

で
す
。

(東
京
都
あ
き
る
野
市
／
76
歳
男
性
さ
ん
)

い
つ
も
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。

(大
石
田
町
／
そ
う
す
け
の
じ
い
じ
さ
ん
)

最
近
気
に
な
る
事
は
石
油
で
す
ね
。

石
油
製
品
が
不
足
し
て
値
段
も
上
が
る

し
、
物
価
高
騰
で
食
品
も
高
く
て
ま
す

ま
す
家
計
が
厳
し
く
な
り
ま
す
ね
。
ど

ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
戦
争
は
絶
対
に

し
て
ほ
し
く
な
い
。
戦
争
の
無
い
平
和

な
日
常
に
戻
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

(尾
花
沢
市
／
て
ん
て
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

最
近
の
気
掛
か
り
は
中
東
紛
争
で
す
。

原
油
供
給
量
の
見
通
し
が
怪
し
く
な
り
、

日
常
生
活
に
大
き
く
影
を
落
と
し
そ
う

で
す
。
農
業
に
於
い
て
も
春
の
準
備
期

に
あ
た
り
、
今
後
の
私
た
ち
の
食
料
価

今
は
静
か
な
村
祭
り
。
道
路

に
立
つ
大
き
な
の
ぼ
り
も
無
く
、

神
社
の
石
段
の
下
に
小
さ
な
の

ぼ
り
が
立
つ
だ
け
。
お
呼
ば
れ

も
無
く
、
露
天
商
の
お
店
も
無

く
、
子
供
た
ち
の
声
も
無
く
、

本
当
に
淋
し
い
村
祭
り
に
な
っ

た
。

(尾
花
沢
市
／
ま
だ
ら
ボ
ケ
さ
ん
)

Ｅ

Ａ

Ａ

Ｄ

Ｄ

Ｂ

畑
広
し

思
い
は
大
な
り

身
体
悲
鳴

今
年
は
何
を
ぬ
け
ば
い
い

（
村
山
市
／
コ
ロ
コ
ロ
ヒ
ロ
さ
ん
)

真
夜
中
に

夜
空
見
上
げ
て
庭
の
隅

遠
き
遠
き
に
満
月
浮
か
ぶ

※
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ケ
ッ
ト
が
50
数
年
ぶ
り
に
月
の
裏
側
ま
で
行
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

自
分
が
生
き
て
い
る
間
に
月
に
人
間
が
住
ん
で
、
そ
こ
か
ら
火
星
ま
で
行
け
る
よ

う
な
時
代
に
な
っ
て
い
く
の
か
、
そ
ん
な
事
を
夜
空
の
月
を
見
な
が
ら
思
い
ま
し

た
。
私
も
月
の
裏
側
を
見
て
み
た
い
で
す
。

（
村
山
市
／
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る
さ
ん
)

Ｃ

Ｂ



お知らせ掲示板

だよりだより理事会理事会
｢健康経営優良法人
(ネクストブライト1000）｣

14,050円(一時払)

原因別の農業機械作業に係る死亡者数
（令和6年乗用型トラクター）

回転部等への
巻き込まれ
８人

挟まれ 3人
ひかれ 2人
機械からの転落 1人

道路上での
自動車との衝突 1人

その他 0人

事故類型別重傷事故件数
（令和3年～令和7年合計）

追突事故

その他
単独事故

その他
車両相互事故

（出会い頭、右折時等）

ＪＡみちのく村山
第31回通常総代会のお知らせ


